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篠麻子*
1 はじめに
2012年5月1日に明治大学の和泉キャンパス内に新しく「和泉図書館」
が開館した;新図書館の基本コンセプトは、「入ってみたくなる図書館」で
あり、「人と人・人と情報、そして本学と地域社会・国際社会との架け橋(リ
エゾン)を通じて、世界に聞かれた大学の実現に貢献する」、というもので
ある。開館に伴い、和泉図書館では、さまざまな新しいサービスを開始した。
「サーチアシスト」でのレポートの書き方のサポートや各種講習会の開催な
ど、リテラシー教育に関するサービスが主となっている。さらに、リテラ
シー教育とは異なるが、「図書館にもっと来たくなる!J i本が好きになる!J 
このような発想から、本稿の主題である iBookShare TalkingJを開催する
こととなった。開催までの流れ、実際の運営、そして今後の課題をまとめる。
*しの・あさこ/明治大学学術・社会連携部和泉図書館事務室
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2 'Book Share TalkingJ概要
2.1 企画構想
学習支援を基としたリテラシー教育とは別に、大学図書館で実施可能な
一般的なイベントを挙げると、①著名人等を招いての講演会、②何かテー
マを設定し、図書やそれに関連する写真などを展示するもの、③学生や教
員が主体的に参加をする企画、以上、大きく 3つに分類することができる。
和泉図書館では、③に該当する新たなイベントを実施したいと考えた。
「学生や教員が主体的に参加をする企画」について広く知られているもの
では「ビブリオバトル2」が挙げられる。和泉図書館でもビブリオバトルは
数回実施をしている。ビブリオバトルは、パトラーが自分の紹介したい本
を一方的にプレゼンテーションする形態をとっており(観覧者に質問をす
る時聞は設けられているが非常に短い)、チャンプ本を決めるという緊張感
の空気がある。このようなビブリオバトルとは別に、前項でも記した「図
書館にもっと来たくなる!J '本が好きになる!J という気軽で、参加者も
準備が不要なイベントができないか、という思いが企画に至ったきっかけ
である。参加者が図書館で、本について「プレゼンテーション」を行う「ピ
ブリオバトル」に対して、本や読書について「おしゃべり」をする 'Book
Share TalkingJには大きな違いがあると雷える。
また、大学においては、休学者の増加3が問題になっており、その一因と
して親しい友達がいないということも考えられている。「便所飯4J 'ぼっち1
といった言葉も近年話題となっており、全国の大学では、大学として友達
作りをサポートする動きもみられている。一般的に図書館の中では、 1人で
過ごしていても違和感がないため、親しい友達のいない学生にとって図書
館は「居場所」になっていると考えられる。そんな学生に向けて、本や読
書や図書館で過ごす時間が好きだという共通点から、友達の輪が広がるきっ
かけを作ることができるのではないか、という考えも企画実施の後押しと
なった。
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2.2 施設・設備
使用する会場は、和泉図書館 2Fのコミュニケーションラウンジ(写真 1)
内にあるグループ閲覧室4である(図 1)。コミュニケーションラウンジは、
図書館の中でもガラスで一部が区切られ、音が通常の閲覧席に漏れない設
計になっている。そのため、 このエリアでは利用者が友人やゼミ仲間とお
しゃべりをしながら学習が可能であり、以前には「留学生との交流会」等
のイベン トを開催した実績もある。rBookShare Ta1kingJにおいては、こ
のエリア内にある24名が収容可能なグループ閲覧室を使用した。また、室
内には SHARP製 BIGPAげが設置されており、それも使用可能である。
写真l コミュニケーションラウンジ
2Fの西側1)のエリア。ガラスでゾーニングをして
し=るため、話しながら勉強をすることが可能。
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l主11 グループ閲覧室4
2Fのコミュニケーションラウンジ内にある3人以
上てe予約可能な個室。4ili'は、-i寄広いfmLiriとなっ
ている。
2.3 広報・受付
できるだけ多くの利用者にイベン トの存在を知ってもらうため、さまざ
まな媒体での広報に努めた。以下表 lに広報の媒体と方法をまとめた。
表 1 fBook Share TalkingJ広報媒体と方法
媒体 今努J 明十七 d 吟F 、 方法 ι話 ，~"斜
ポスター(館内掲示) 平1泉図書館内のIF掲示板 (!カ所)に掲示
ポスター 他キャンパス7図書館(3館)内の各掲示板への掲示を
(他キャンパス 1~li~r館内掲示) 依頼
ポスター(学部 ・大学院掲示板) f[1泉キ ャンパスの各学m~ ・ 大学院の各掲示板(7カ所)
(写真2) への掲示を依頼
山手線沿線私立大学図書館コンソーシアム加盟大学8
ポスター(協定図書館掲示) および、杉並区図書館ネットワーク協定図書館9へ掲
示を依頼
デジタルサイネージ(写真3) 図書館内のデジタルサイネージへの表示
図書館HP 明治大学図書館HP上のニュースへの掲載
Oh-o'Meijiシステム10 明治大学に所属している全学部生に対し、個別に案内メールを送信
I、νlter 開催のお知らせを適宜ツイ トー
館内放送 当日、開催時間5~IO分別に館内放送をして告知
和泉図書館では、図書館内に掲示板は lカ所のみJIの構造となっているた
め、ポスターだけでは来館者にイベン トを周知することは難しい。さらに、
図書館にあまり来館しない学生にも参加を促すために、表 lのような広範
囲の広報を実施している。協定図書館への掲示依頼に関しては、新しい「出
会いJが明治大学の学生だけで完結しないほうが、より友達の輪が広がる
ことを期待して、 2013年度後期から依頼を している。実際に参加者が、ど
の媒体の影響で参加したかは、次章で紹介する。
また、本イベン トは、 予約不要で、自由参加形式だ、が、ある程度参加者の
構成を把握するため、可能であれば事前申し込み(メール)に協力してもらっ
ている。実際の参加者の半数は事前予約をした上での参加であるため、運
営側は、あらかじめ初めのグループ分けの際に程度分類(同じ学部や学年
がかたまらないように配慮)しておくことができた。
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写真2 学部・大学院掲示板 写真3 デジタルサイネ ジー
相泉キャンパスに設置されている6'j':・部、 l大学院 新図書館オ プーンに伴い、館内の案内の多くはデ
の渇示板。学生は通学すると、まずここへ立ち寄 ジタルサイネ ジーとなった。
ることが多い。
2.4 実施
当日は、イベン トの開始約 30分前に部屋のセッティングを行う。はじめ
に、 1グ、ループ4、5名で3ク、ループ (A、B、C)の席を用意し、 BIGPAD 
にあらかじめ作成をしておいたスライドを画面に出力 しておく 。時間になり、
参加者が来場した際に、 予約者は、あらかじめ作成していた名簿にチェック
をし、予約していない参加者には、その場で名前と所属を名簿に記入をして
もらう。この時に、運営側が、 学部や学年を確認し、友達同士が偏らないよ
うにグループ分けをして、席についてもらう。参加者は、テーフ、ルに用意さ
れている付筆に名前を書き、各自胸に貼り開始時間まで待機となる。
イベン トは、全体で90分間(大学の授業時間と同様)に設定している。
開始時には、進行役(現行の開催は筆者が担当)が、自己紹介とイベント
進行のルール(①友達をつくるという趣旨を理解する、②相手の意見を批
判しない、 ③本の知識が多いからえらいという概念を捨てる、 ④ l人でし ゃ
べりすぎない)の説明を行う。その後にグループごとに自己紹介の時間と
なる。持ち時聞は、l人2分間とし、話す内容は自由だが、 2分間すべて使
うこととし、話につかえたら同じグループのメンバーが積極的に質問をす
るように促す。
一通り自己紹介が終わると、 1つ目のテーマから開始する。(写真 4)テー
マは開催回によって同じものを使用したり、季節に合った内容のものを設
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定し、 1テーマ約 10"-' 15分(その時々
に進行役が指定)で自由におしゃべり
をしてもらう。lテーマあたりの時間を
短く設定しているのは、「もうちょっと
話したかった !J とお互いに思わせる
ような工夫のひ とつである。各チーム
進行は自由だが、盛り上がりに欠ける
場合は、進行役がグループの会話に少
しだけ加わり、話題の広がりを手助け
写真4 BJGPADに山カされたテー7
毎回l、指定するテー?を表示する。制限l時
間は、 iPadのタイ7一機能を利用している。
する場合もある。2つのテーマでのおしゃべり終了後には、席替えを行う。
}市符えも'字詰15や学年、兇女比等を考慮して進行役が指定をして、参加者に
移動を依頼する o 席替え後に、改めて各グループで自己紹介を行い、ふた
たび前半とは異なる 2つのテーマを提示して、同じようにグループごとに
おしゃべりをしてもらう。最後に各自アンケ トー 記入をし、全員で記念撮
影をしてイベント終了となる。
あえて、こちらで席を指定したり、テーマごとに時間を区切ったりして
いるのは、 -見、学生の自主性を損ねている ようにも捉えられるが、 「気軽
に l人でも参加Jr友達をつくる」という rBookShar巴TalkingJのテーマ
を重視したうえでの運則方法である。筆者が現在務めている進行役も、堅
苦しい言葉は使わず、自分の経験や感想の話を合間に挟んだりして、大学
「オフ会」をイメージして運営している。(写真5)
'勺，:r主5開催風景与:J迂6IJHltl(風1;t2
十JJ対聞でありザ':J\1\ "j!: .~1ー が~'>lな っても、自己紹介後 i成後に集合写泌を綴影する。イベント終了後には
からは、すぐにll~1)上がる場合が多い。 メールアドレスの交換をしたり、夕飯を食べに出か
けているようである。
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2.5 特設コーナーの設置
'Book Shar巴TalkingJでは、 参加者がそ
れぞれ「本」にまつわるおしゃべりをする
が、各テープ、ル、または一部のテーブルには、
図書館職員が加わり、 話題に出た本をメモ
するようにしている。そこで話題に出た本
は、イベント終了後、事務室内の発注担当
者に依頼をして購入可能の本は購入をして
いる。和泉図書館 lFには、エントランスか
ら入館してすぐの場所に特設コーナーがあ
る。そこには「新着図書J'本屋大賞受賞作品」
「ビブリオバトル紹介本J等のコーナーがあ
り、 'BookShar巴TalkingJもひとつのコ ー
ナー(写真 7) として設置されている。
棚は、イベントのポスターのイメージを
写真7 特設コーす ー
現在は、配朱!する本が少ないため、
1"1につきやすい装飾を施している0
;4，;のリストもここに，没iEしている。
立体的に飾り付けし、本を配架するだけでなく 、話題に出た本の リスト(購
入されなかった本も含む) (資料 1)を配布している。このコーナーは、イ
ベントに参加していない利用者に、図書館でこのようなイベントを開催し
ているということと、イベントで話題に出た本を紹介するという意図が大
きい。また、イベン卜の参加者がグループ内で話題に出て、まだ読んだこ
との無い本、読んでみたいなと思った本を後日ここで借りられるという役
割も果たしている。
3 2013年度開催記録・アンケート結果
3.1 開催日程と参加者
2013年度は、 'BookShare TalkingJを全6回開催した。当初は 8回の開
催予定であったが、 l回は参加者が集まらず、もう l回は大型台風接近のた
め中止となった。以下表2は、開催日と参加者数の捻移である。
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表2 rBook Share TalkingJ開催日程と参加者数 (2013年度)
開催日 開催時間 参加者数 備考
04/18 (木) 16:30~ 18:00 5名 新入生限定募集
04/23 (火) 16:30 ~ 18:∞ 8名 新入生限定募集
05115 (水) 16:30 ~ 18:∞ 9名
OS/27 (月) 16 :30~ 18:∞ O名 参加者が集まらなかったため、中止
師，114(金) 18 :∞~19: 30 6名
10116 (水) 18 :∞~19:30 O名 大型台風接近のため、中止
11/21 (木) 16・30~ 18:00 7名
12/13 (金) 1 8:oo~ 19:30 8名
2012年度の後期に 2回実施している実績から、 2013年度の後期の実施計
画を立てた。4月に開催した 2聞は新入生限定と し、後期に開催した 3回は、
学外への広報 (ポスター掲示依頼等)を強化して行った。細かな集計(所
属大学、学部等)は記録していないが、すべての実施回において、明治大
学和泉キャンパス所属の学生が参加するだけでなく、他キャンパス所属学
生の参加も見られた。後期実施の2回に関しては、他大学(青山学院大学、
法政大学)所属の学生の参加もあった。
開催日程の選定に関しては、特に和泉キャンパスの場合、文系学部の l、
2年生が所属しているキャンパスであるため、日中は必修授業が多いことも
考慮、して、 主に夕方からの開催とし、様々な曜日で試行的に開催をしてみ
た。学部によって授業の日程も異なるため、どうしても参加したいが参加
ができないという学生も何名かいた。また、他キャンパスから参加の学生は、
18:00からの開催の方が参加しやすいようであった。
3.2 取扱いテーマからの考察
rBook Share TalkingJは、参加者同士でおしゃべりをして、友達になっ
てもらうという趣旨だが、初対面同士がいきなり 90分盛り上がるのは難し
いと考えられる。したがって、前章で記したようにテーマをこちらで設定
している。以下表3に2013年度に使用したテーマと簡単なコメントを提示
する。毎回使用するテーマもあれば、季節ごとに変更するものもある。
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表3 rBook Share TalkingJ実施テーマ
テーマ コメント
好きな本・お気に入りの本 毎回、 一番初めのテーマとして設定。それぞれ好きな本を話すので初めにふさわしいテーマである。
好きな作家 上記のテー?と似ているが、特に作品を多く ílf ~>ている作家について盛り上がる傾向にあった。
苦手な本
単純に読みにくいものから、態しそうで敏過しているも
のなど、 t攻めて読んでみよう!と硲り上がる場而も。
子供のころ説んだ 小学校の教科書に掲載されていた作品や的脅感想文で説 l
忠い出の-HIt んだ本など、参加者の説告の原点に触れられる。
本は借りる派?買う派? 借りる派も買う派も同じグループにいると盛り上がる。それぞれの意見で白熱する場面も見られた。
f'U子書籍について 「読書」に|刻しては否定派が多かったが、読むものによっ
どう思う? て使い分けをしていることが多いようだ。
本屋大賞について 「本屋大rtJが決定したときに、過去の本原大賞作品も含めて、お気に入りの本などで盛り上がった。
本の映画化について 本から読むか、映画から観るか、過去の良かった作品など、映画について語り合う樹師も見られた。
これから挑戦したい本 純文学や古典作品、長編シリーズものに挑戦したいという意欲的な学生が多かった。
スポーツがテーマの本 スポーツの秋に設定したテーマ。小説だけでなく、スポーツ選手が執筆した本やノンフィクシヨン作品の話題も。
クリスマスに本を贈るなら 12月の回に、恋人に本を贈るならという設定。恋人のいる学生もいない学生も悩みつつ検討していた。
オススメの本屋さん、 おしゃれな書応や品そ.ろえのいい脅倍、区JilHlflなど、本
図書館 好きならではの観点で銭り上がった。
将来の夢 出版社、世応、図命館で将来働きたいか。また、実際に白分で作品を書いてみたいかなど真剣な討論を行っていた。
テーマはこちらで設定はしているが、あくまで話すきっかけにしてほし
いと考えているため、クツレープがテーマから話題が逸れていても(例えば、
漫画や学生生活の話)、 こち らからは軌道修正のようなことは一切行ってい
ない。あくまで、話題のきっかけとしてテーマを設定しているため、本質
的にはテーマの内容は重要視してはいない。
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3.3 アンケート結果
毎回、イベント 実施後に、参加者
に全部で4項目のアンケートをとっ
ている。中止になった 2回を除く 6
四分の参加者全43名の回答をまとめ
た。それぞれの質問は複数回答可と
しているので、合計数が合わないも
のもある。
まずは、 参加者がどの媒体を見て、
参加に至ったかについての結果が右
の表4・lである。もっとも効果が見ら
表4・1 アンケート結果1
1.このイベントをどこで知りましたか
学部掲示板 6 
図書館HP 6 
Oh-o!Meiji 19 
友人の誘い 5 
その他(以下内訳) 13 
..ーー ーーーー.-..--・ーーーーー...・.-.._------司.-..--_....
館内ポスター 8 
新人生ガイダンス 3 
チラシ
側内放送
れたのは、 Oh-o!Meijiシステムによるお知らせである。学生はこのシステ
ムによって授業の休講情報の確認をしたり、レポート提出を行っているこ
とが多い。個人の携帯電話へメール転送設定をしていることもあるため、
必ず目にするという点が参加につながったと考えられる。また、館内ポス
ターに関しては、 主に和泉キャンパス所属の学生ではなく、他キャンパス
や他大学からの参加者に見られた傾向である。あまり効果が見られないと
思われる館内放送も、 参加者に話を聞くと、「勉強中に放送を聞いてリフレッ
シュしようと思って参加した」ということであった。「本が好きな友達を作
りたい」という学生の参加を想定していたが、それ以外のニーズによる参
加があることは意外だった。
次に参加理由に関する結果を表4-2 表4・2 アンケート結果2
にまとめた。「面白そうだった」と「本
好きの友人を増やすため」が大多数
の理由となっている。その他の回答
を見ると、イベントのリピーターや、
現時点では本はあまり 読 まないが、
これから読書をするために、本を読
む人の話を聞きたい、本好きに限ら
ず交友関係を広げたいという理由が
2∞ 
2.参加した理由は何ですか
面白そうだった 35 
本好きの友人を増やすため 13 
友人の誘い 3 
その他(以下内訳) 6 
.ー"・ー ..司---・---_._---------- ・ー._--・p・._.-・・ 4前回参加したから 3 
本を読むきっかけに
新しい出会いを求めて
イベン トの参考に
続いた。「イベントの参考に」という回答は、他大学の図書館職員が自館で
のイベント企画の参考に、 一参加者として参加したことの理由である。
さらに、このイベントへの満足度 表4・3 アンケート結果3
の質問を最後にしている。結果は、
表4-3にある通り、大変満足と満足の
みの回答となっており、 100%の満足
度と言える。
表4-4は、自由記述のアンケートの
号待 3，イベントの満足度 t
大変満足
満足
不満
大変不満
26 
17 
O 
O 
、
回答である。重複しているコメントは一部省略しているが、概ねそのまま
の状態で掲載している。イベントの満足度が高いので好評の回答が多いが、
参考になる意見は、次の回のイベントの改善材料として利用をした。例え
ば、名前の付筆を胸に貼るというのは、 学生からの意見により、 実現した
ものである。印象的な回答の 1つに「本を読むというのはどうしても個人
的なものだと思っていたけど、 実際(本を読む楽しさを)共有できると面
白い」というものがあった。このイベントを通して、 読書に関してだけで
なく、さまざまなこと(趣味に関する事だけでなく、 学習や仕事についても)
に関して、インプットだけでなく、アウトプットの重要さ、楽しさが伝わっ
たのではないかと考えられる。
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表4-4 アンケート結果4
4.アンケー ト3の回答現由、感想等を自由に記入 してく ださい
本や凶告l!Hが好きな人迷と話すことができて楽しかった。
学部やクラス0)'1'で話の合う人を見つけるのに図っていたから、こういう機会があって熔Lい。
2年生のスタッ7の方々もとても観切で、参加してよかったと思った。
図書館の引を細かく知れて楽しかった。
Iffきな本を紹介しきれなかった。
おもしろかった。
オススメのみ;を読んでみようと思った。
もう少し人数が多ければ、おも Lろかったと思います。
同好の上がいて絡しかったです。
色々な意見が聞けてよかったです。
知らない本の紛介を多く しても らえたので楽しかった。
{也~:.i l' も ~H良してもっ と来てくれれば。
人数を附やした~'0 
普段は接することがない他学郎の人と知り合えてよかった。
色々なジャンルの本を教えてもらって来しかった。
交流がはかれて楽Lかった。
どのような本があるのか聞くことができ、これから説んでみたい本がたくさんできた。
臼分の知らない本、位界観などを知ることができて勉強になりました。
もう少し本について話す時間が欲しいです。
本について諮れたし、話が聞けたのでおもしろかった。
本を語れるのはなかなかない機会だから。
学古都も学f十も違う人たちと話せるのは而!こf~，です。電子m織について、いろんな意見が聞けて新鮮でした。
周りに牛;好きがいなかったので、新鮮だった。名前を紙に魯いて、胸につけられるとなお良い。
科学、 海外文学など普段読まない本について知れて楽しかった。
まわりの皆さんは本当に、本、本にまつわる物事が好きな方たちばかりで、会話のi最中に気が引
けてしまいました。
本を説むというのはどうしても側人的なものだと思っていたけど、実際共有できると面白~'0 
テー?を紺lかく;設定してくださったから、よかったです。
本を持ってくるとわかりやすい。
やはり本好きというところで、請が面白いんじゃないでしょうか。
{也学部や他大学の人と話せる機会ができて楽しい。
「クリスマスに則る本Jr苦手な本」など、テーマが蘭白かった。
みんな良い人だらけで、心地いい時間を過ごせま Lた。
いくつか読みたい本も繕えました。また来ます。
普段は知り合えない人と出会えてよかった。
自分の趣味とは迷う本の紹介を Lてもらえて熔Lかった。
いろんな本や作家の話を聞くことができたため。
本好きの人たちとたくさんお話しできたこと。
周りに本好きがあまりいないので久しぶりに本について話せました。
飛び込みで容加したのですが、本好きの方たちと本について諮れて楽しかったです。
望号強したので、満足か大変満足か迷ったのですが、 r~，い緊張」だったと捉えて「大変満足」です(笑)
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4 おわりに
2012年度後期から、イベントを開始し、日程や運営方法を検討しつつ、
約 1年間イベントを定期的に開催することができた。なにより嬉しいこと
は、当初の目的通り、実際にイベントに参加した学生同士が「友達」になっ
たということである。さらに rBookShare TalkingJをきっかけに、イベン
ト運営を手伝ってくれる学生や「ビブリオバトル」に参加する学生も現れ
た。一方で、課題もある。参加者が非常に少なく、リピーター参加者に頼っ
ているところもあった。 2014年度は、開催時期や広報を再検討する必要が
あると感じた。
はじめに記したように、新しい和泉図書館のコンセプトは、「入ってみた
くなる図書館」であり、「人と人・人と情報、そして本学と地域社会・国際
社会との架け橋(リエゾン)を通じて、世界に聞かれた大学の実現に貢献
する」である。 rBookShare TalkingJは、人と人・人と情報の架け橋を担っ
ている。大学図書館で開催するイベントは、必ずしも学習支援にのみ特化
する必要はなく、その時の利用者(主として学部学生)にとって必要なも
のを柔軟に提供するものなのではないだろうか。和泉図書館では、今後も
rBook Share TalkingJだけでなく、さまざまなサービス、イベントを提供
していきたいと考えている。
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泊:
1 総[面積8856.92rrl、総座席数 1259席となり、旧図書館と比べ面積・座席共に増加した。
2 集まった紹介者が各自お勧めの本について 5分間の持ち時間の中でその魅力を語り、各
紹介者の書評を聞いて、どの本がゐ番読みたくなったかを、聴衆らが投票で決めるゲー
ム形式の書評会。立命館大学情報理工学部准教授の谷口忠大が京都大学情報学研究科の
研究員だった 2007年当時に、所属するゼミの輪読会をより活発にする方法として考案
した。
3 平成25年度の総務省統計局学校基本言語査によると、大学の休学者数は 31，459名。
4 学校などの、トイレの側室に閉じこもってご飯を食べる行為。学生など、若者を中心に
哨えているといわれている。 l人で食事をしているのを見られると、友達がいないよう
に思われてしまうのが嫌だというのがその理山とされているが、実態は不明0
5 学校(主に大学)で友人を持たない、一人ぼっちの学生のこと。
6 タッチパネル一体型の大画面iディスプレイ。付属の専用ペンとアプリケーシヨンソフト
を組み合わせることで、画面への書き込みをすることも可能。学生は、グループ討議や
プレゼンテーションの練習に使用している。
7 明治大学は、駿河合キャンパス、和泉キャンパス、生田キャンパス、中野キャンパスの
全4キャンパスで構成している。
8 本学に加え、青山学院大学、国学院大学、学習院大学、東洋大学、法政大学、明治学院大学、
立教大学で構成されている。
。本学に加え、杉並区京図書館、女子美術大学杉並図書館、高千穂大学図書館、東京立正
短期大学図書館、立教女学院短期大学図書館で構成されている。
10 シラパスの閲覧、時間割、お知らせの配信機能などを備えた明治大学の学習支援システ
ム。澄録をすれば、個人のメールアドレスにお知らせを転送することも可能。
1 新関脅館では、館内をすっきりとした空間に保つために壁に張り紙をしない決まりに
なっている。唯一設置されている掲示板は、 1Fエントランス横のトイレへの通路にあり、
米館者の誰もが日にする場所には設置されていない。
参考資料
・和田秀樹『なぜ若者はトイレで「ひとりランチ」をするのか』詳伝社， 2010 
・鈴木謙介「きめ細やかな若者ケアをJIf'日経ビジネス.!l1675， p.106 
• i大学が友人づくりお手伝いJIf'朝日新聞』地方(埼玉)， 2012年4月
16日朝刊， p.35 (間蔵11)
・「友達ができない休学JIf'読売新聞.!l2014年1月7日朝刊， p.34 (ヨミ
ダス歴史館)
・「文部科学省HPJ http://www.mext.go伊l(最終アクセス:2014年1月22日)
・「明治大学図書館HPJ http://www.lib.meiji.ac伊/(最終アクセス:2014 
年 1月22日)
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資料1-1'Book Share TalkingJ話題に出た本のリスト(表紙)
…?
…?
???? ? ???
?
… ? ? ? ?
ザ崎、・02013年度開催報告ザ司、4
好きな本、好きな作家、「本好きJ なメシパーで語ちうイぺシト
図書館での新しい「出会UJ
〔本1イFブvク内容]
*取り扱ったテーマ *話題に出た本一覧
*Book Share Talkingとは7 *参加したU方
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資料1-2'Book Share TalkingJ話題に出た本のリスト (p.l)
大 2013年度テーマ一覧*
毎回、 BookShare Talking では、ごちらでテーマを設定し、1O~15 分で
時聞を区切っておしゃべりしてセらづています。回によって、同じテーマを
使用する時七あれば、季節にちな人だテーマを設定する場合セあります。
以下は、 20日年度に取リ扱ったテーマです。友達と読書の話をする際にセ
活用してみて下ざいJ>
0好きな本 O苦手な本 O本は借りる派?買う派?
0子供のころ読九だ思い出の一冊 Oお気に入lJの作家
0電子書籍についてどう思弓7 0今年の本屋大賞について
O本の映画化について Oごれ力、ら挑戦したい本
。スJ!f一りがテー マの本 Oクリスマスに恋人に本を贈るなら・
0おススメの本屋さ人・図書館
*話題になづた本*
上記のテーマでー話題になづた本です。ごれらの本は、特設コーナーに設置
していますので、ぜひ借リてみてはLlかが7(一部、絶版等の理由で入手不
可となづております。)
?イトJι
和訂而ず圃薗田
宮酎町車間
著者 タイト凡
唱本司 E暗主，1:1'1-…………一一iUf圭事 E竜島市巾〈
日:i'る晴 |キIlケゴー IL li与fl'1.，吐
一一ー一一一←→一ー一 一ー 一一+一一一一→一一一ーーー一←-一ー一
人間後暗 t太章治 177-7凡昆"'12
パン門的話 ...-1瓦幅 一一一一liつ者一一一一ー
オー宇2ポシ由訴リ 1歩幅幸太郎 自@書館ti"
長温酌t!O 芭由尚樹 E唖暗暗 ;三;R;瞳吾
rガリしオ』今週)-:t: 車時圭吾 E有権乞噌防 ハイデガー
青空町岬 ド唱本dl 神韮屯、あな;!;自常 i王，IiL吉氏
".;.-一一一 一
呼何蝉 念展木田 、ゲヲカ [真山ニ
7シタリ7>ン明書軍 l三官岳斗 E・豊年 !求宮古
コーヒー肘しーラン師事咋薄 i鶴崎嘩唐 人間~~..，太宮一言
ライオシハート ー i哩φ時 …I中制轟 '"宍勾デ
ハ"，t::-/(竺竺三_______l!竺竺一一一ー~土~_YOU ___________ _L宮畠喧耳
著者
け止問宇一一一 ……… j三?幅広……一一戸……一 ー 三"1圃干す h 戸日←一一一一
史書由時晴計 l守やまt"tl. 室事的Zポー勺撞 :三島@日実
リt手掛，1:リ 100侍;""ろしい *1'柑 住 ~i童4宮Mラ 三畠@蛇来
鳳市議〈喧いマいる i三揮し吉10. I劇小鋭的興たりえるか !三島@肘
十 一T …山…一一一一一一一一一一一一一令下竜寺主宮 i~車 1ft生町風 i村<1><11佳
，，-;;;;;セ白削軒事 1蚕由.1 ....._...-rタ干ラi..'oIviuh ………ii長会計一一一
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資料1-3rBook Share TalkingJ話題に出た本のリスト (p.2)
¥1イトJι 著者
ヂルフィニ?軒手 !革由時時
事前月E宮市五h" 型木曹歩
十書士m骨ιr三世式 |小川草喜
j時間縫 い i川竺今的令司
雨
月守エノ.ザナイド |串，肝干和.哨
ふたリ 1;傘辛川 4宜師
君た雪に哨9'叫皐なh弘い、 !‘@否揖車介
トリツカし茸 ;いしいLhl:
タイトFι
h弓万一ヲヲ百R~
'~ÿ ラトヌトラか<l喜()~
有喝采官権
かぐや崎町時詩
免門大学的 r数暑A
60年代@本5F円 Zト草戚
高町岬
バトICロワイi'1ι
:.回出プラフプヲ
著者
ドえI也ヲ主毒ー
ニ一手工
A!t菅量1
;R;畑防車宮・捕口哩手
i:主崎ヒ住，吉社ライフー
7ラ又S畠車部岨
!補同屠時
北村軍
1串見広事
村上事申
晋身 iカフカ EクリZマヨキャ口比 デイケンZ
持家前ヲ-1ι I f尚幸太郎 I=弓 壷@叡お
E神明暗壇 1歩唱幸'"師 E霜ヒ罰 ドZ トヱフ~，隆ー
幸町時興 11事祐介 l'三毛描ホーふ~，ラリー~ ，.;l;川主師
夫惜町制障り1-:)"えずり 1.-;祐介 E考人k瑠 :^~シタウェイ
すよな奇眠時 l朱書槽It le.在行 1量軒圭吾
ななつ酌加納朝~手紙 畢野圭吾
車輪町下 1 "IC 7ン."ψ包 1'+比二ï'æJ柑Iむようリー~ C'5' nイ2
曜噴 11唱語村 E砂，葺 '1歩幅幸太師
毒自車 |審毛祐介 t不毛噌帯 山崎富喜
パンドラ由陸一一一一一一一ーは伝子一一…… ltiiぷ……
事+e ! 'Yンテ
百年活(J:ー下} 川s由宰梱
ゎιヰ，:暗Lぃ探棺障 同電5!.W
ガリバー揖行l~ lヲ汁ザシ・ 2ウィフト
，.(は勉強市7'''弘、い
古矧考
ゼロ写代前想f量カ
(9イトILI草ランダム1:表12しマいます。}
*メモ*
実際に読九でみて、面白かった本やOPACでの検索の際のメモにお緩いく
ださい。また、模索等をする中で、わからないことがありましたら、しファ
レシス1ウシターにご質聞ください。
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資料1-4'Book Share TalkingJ話題に出た本のリスト(裏表紙)
BOOK SHARE TALKINGとは?
2012 年 12 月から、明治大学和泉図書館で開催してい~イぺント。
「本が好きJr図書館が好きJr己れ力、ち本を説九でいきたLlJなど、
読響に興味のある学生が集まって、お題ごとにワイワイおしゃべりを
して、「本好き友達」の輪を広げる己とができちゃう!
瞳明大生じゃないと参加できないの?
いえIIえ l明大和泉図番館を利用できる
人は誰でt参加OKI例えば、 山手線コンソ
ーシアムの大学、杉虫色区民 ・杉並ネ、ソトワ
ーク協定校に所属のみなさん大紋迎!ただ
し、提撲をけ#寸ての参加はゲメです。
-参加者の声
.Jドは好きだけど、正直口下手だレー
大丈夫です !ごのイペントl立、図筈宮宮
ス勺、ソフカマ司会遂行を行います。時間を
区切ゥて、テーマを決めて皆さんが話し
やすII雰囲気を演出します!一人で、の参
加セ史灼でiす。
本や図書官官が好きな人達と話すことがむきて楽Lかった0
・学部や勺ラスの中で話の合う人を見つけるのに困っていたから、
こ弓いう機会があ すて矯しい。
オススメの本"If読んでみようと思った0
・TllankYOl for holdlng. 
、コドを読むというのは個人的なセのだと思づていたけど、
実際共有できるt面白l.l!
-自分(j)刻]1:3ない本、t!!;界電車などをま日ることができて勉強にな「た。
-参加したい方
基本的に、月 11旦1の開催をしていますοilfスターや図書館HP'C'事前告知をしといる
ので、メーJ!Jで参加予約をすることができます。セぢろh.予約なしで、突然ふうづと
参加するのセ大敵迎です。 i途中入室、l.!SI市毛可能なので、興昧のある方は、ぜひ参加
してみてくださいJ>
-問合せ明治大学和泉図書館 03(5300) 1186 (平日 8 : 30~16:30)
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